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市
制
75
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
高
さ
15
〜
19

ｍ
で
樹
齢
が
３
５
０
年
（
推

定
）に
な
る「
け
や
き
」の
愛

称
と
、
四
季
折
々
に
姿
を
変

え
る
「
芹
川
け
や
き
み
ち
」

（
遊
歩
道
）
の
フ
レ
ー
ズ
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
方
法　

芹
川
左
岸
に
あ
る
対

象
の「
け
や
き
」（
右
図
）
３
本
の

愛
称
と
、「
芹
川
け
や
き
み
ち
」

の
四
季
（
春
・
夏
・
秋
・
冬
）
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
フ
レ
ー
ズ
を
応

募
用
紙
に
書
い
て
、
封
書
で
郵

送
、
ま
た
は
現
地
の
応
募
箱
に

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
対
象
の
「
け
や
き
」
は
現
地

に
看
板
で
表
示
し
、募
集
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
は
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・

位
置
図
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

応
募
用
紙
と
募
集
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

 

道
路
河
川
課
（
市
役
所
２
階
）、

支
所
、
各
出
張
所
、
彦
根
観
光

協
会
や
、
現
地
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

芹
川
の
「
け
や
き
」
の
愛
称
と

「
芹
川
け
や
き
み
ち
」の
四
季
の
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

応
募
期
間　

11
月
15
日
㈫
～
12
月

15
日
㈭
（
午
後
５
時
必
着
）

愛
称
の
発
表
と
表
彰

　

発
表　

平
成
24
年
１
月
中
旬

　

表
彰　

平
成
24
年
２
月
中
旬

そ
の
他　

▼
採
用
者
に
は
賞
状
、
賞
品
を
贈

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

▼
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
記
念

品
を
贈
り
ま
す
。

▼
愛
称
な
ど
の
著
作
権
は
彦
根
市

に
帰
属
し
ま
す
。　
　
　
　
　

応
募•

問
い
合
わ
せ
先　

 

道
路

河
川
課（
〒
５
２
２-

８
５
０
１

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
２
２

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２
１
１
番

芹　

川
芹
橋
一
丁
目

応
募
箱

後三条橋

芹橋



3 広報ひこね　平成23年11月15  日 2広報ひこね　平成23年11月15  日

「
彦
根
市
暴
力
団
排
除
条
例
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た

〜
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
、協

力
し
な
い
、
交
際
し
な
い
～

　　

彦
根
市
か
ら
暴
力
団
の
排
除
を

推
進
す
る
た
め
、「
彦
根
市
暴
力
団

排
除
条
例
」
を
制
定
し
、
９
月
22

日
に
施
行
し
ま
し
た
。

　

条
例
で
は
、
彦
根
市
の
事
務
や

事
業
か
ら
の
暴
力
団
排
除
や
、
市

民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
の
支
援
、

彦
根
市
の
公
の
施
設
が
暴
力
団
の

活
動
に
利
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
、青
少
年
に
対
す
る
教
育
・

指
導
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
「
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
、暴
力

団
に
協
力
し
な
い
、
暴
力
団
と
交

際
し
な
い
」
と
い
う
基
本
理
念
の

も
と
、
警
察
を
は
じ
め
、
市
民
や

事
業
者
の
皆
さ
ん
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
暴
力
団
の
排
除
を
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

彦
根
警
察
署
と
連
携
を
強
化

　

暴
力
団
に

係
る
情
報
の

共
有
や
、
市

民
や
事
業
者

の
皆
さ
ん
に

対
す
る
支
援

を
、
す
ば
や

く
か
つ
円
滑

に
行
っ
て
い

く
た
め
、
彦
根
警
察
署
と
合
意
書

を
締
結
し
ま
し
た
。

「
彦
根
袋
町
暴
力
追
放
モ
デ
ル
地

区
推
進
協
議
会
」
が
設
立　

　

市
内
の
袋
町
地
区
は
、
滋
賀
県

暴
力
団
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら

暴
力
団
追
放
モ
デ
ル
地
区
の
指
定

を
受
け
、「
安
全
安
心
な
袋
町
」
を

目
指
し
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
回
、
新
た
に
、
地
域
で
飲
食

店
を
経
営
し
て
い
る
人
や
、
自
治

会
、
周
辺
の
商
店
街
な
ど
地
域
の

皆
さ
ん
が
「
彦
根
袋
町
暴
力
追
放

モ
デ
ル
地
区
推
進
協
議
会
」
を
設

立
し
ま
し
た
。

暴
力
団
に
関
わ
る
相
談

　

～
お
困
り
の
人
は
ま
ず
相
談
～

▼
市
内
の
巡
回
相
談
所
の
開
設

（
５
・
９
・
１
月
の
年
３
回
）

※
日
程
は
「
広
報
ひ
こ
ね
」
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
み
ん
な
で
考
え
る
防
犯
・
暴
追

フ
ェ
ア

　

日
時　

11
月
26
日
㈯　

午
後
１

　

時
～
同
３
時

　

場
所　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
（
小

　

泉
町
）

　

※
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

▼
公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
暴
力
団

追
放
推
進
セ
ン
タ
ー　

困
り

ご
と
相
談
受
付
☎
０
７
７-

５

２
５-

８
９
３
０
番
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
：http://w

w
w.shiga-

boutsui.jp/　

※
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
メ
ー
ル
で
相
談
も
受
け

付
て
い
ま
す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
警

察
署
刑
事
第
二
課
☎
27-

０
１

１
０
番
（
代
表
）、

 

ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
）
で
年
金
の
加
入

記
録
が
確
認
で
き
ま
す

　

年
金
の
加
入
記
録
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
い
つ
で
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
「
厚
生
年
金
の
加
入
記

録
を
確
認
し
た
い
」「
国
民
年
金
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
確
認

し
た
い
」
と
い
っ
た
と
き
な
ど
に

利
用
で
き
ま
す
。

　

利
用
す
る
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
Ｉア

イ

Ｄデ
ィ
ー・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。申

し
込
み
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」の
問
い
合
わ

せ
先　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」☎

０
５
７
０-

05-

１
１
６
５
番
、

☎
03-

６
７
０
０-

１
１
６
５
番

（
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
電
話
）

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１
１

４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
８
番
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

http://www.nenkin.go.jp/

鳥
居
本
公
園
が
オ
ー
プ
ン

　　

10
月
９

日
に
、
市
制

75
周
年
記

念
事
業
の

１
つ
と
し

て
、
鳥
居
本

公
園
（
2.1　
ha
、

鳥
居
本
町
１
１
６
５
ほ
か
）
の
開
設

記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　

鳥
居
本
公
園
は
多
目
的
広
場
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、
大
型
遊

具
な
ど
が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
利
用
で
き
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
憩
い
の
場
と
な
る
公
園
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

 

都
市
計
画
課

☎
30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

11
月
は
労
働
時
間
適
正
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す

　

滋
賀
労
働
局
で
は
、
労
働
時
間

適
正
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組

み
の
１
つ
と
し
て
、期
間
中
、メ
ー

ル
に
よ
る
情
報
（
長
時
間
労
働
、
賃

金
不
払
残
業
な
ど
に
関
す
る
情
報
）を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

情
報
提
供
は
、
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
入
力

フ
ォ
ー
ム
（http://w

w
w.m

hlw.
go.jp/bunya/roudoukijun/m

ail_
m

adoguchi.htm
l

）か
ら
メ
ー
ル
で

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
労
働
局
☎

０
７
７-

５
２
２-

６
６
４
９
番

家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法

　

テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
・
液
晶
・

プ
ラ
ズ
マ
式
問
い
ま
せ
ん
）、冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、
エ
ア
コ

ン
の
特
定
家
電
製
品
（
家
電
４
品

目
）
は
、「
特
定
家
庭
用
機
器
再
商

品
化
法
（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
）」
に

よ
り
、

 

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
処

理
で
き
ま
せ
ん
。

　

再
商
品
化
な
ど
に
は
費
用
が
発

生
す
る
た
め
、排
出
者
が「
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
（
再
商
品
化
等
料
金
）」
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
家
電
の
製

造
業
者
な
ど
を
確
認
し
て
、
家
電

販
売
店
、
郵
便
局
、
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０-

３

１
９
６
４
０
）
の
い
ず
れ
か
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

処
理
の
手
続
き
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（1）
家
電
販
売
店
で
の
買
い
替
え
、も

し
く
は
、製
品
を
購
入
し
た
販
売

店
が
近
く
に
あ
る
場
合

　
　

引
き
取
る
家
電
販
売
店
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
収
集
運
搬

料
金
を
支
払
い
ま
す
。（
料
金
は

家
電
販
売
店
に
照
会
し
て
く
だ
さ
い
）

（2）
排
出
者
自
身
が
「
指
定
引
き
取

り
場
所
」
へ
運
搬
す
る
場
合

①
排
出
す
る
家
電
の
製
造
業
者

（
メ
ー
カ
ー
）
を
確
認
し
ま
す
。

　
　

テ
レ
ビ
の
場
合
は
画
面
サ
イ

ズ
、
冷
蔵
庫
の
場
合
は
内
容
積

も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
と
振
込
手
数
料
を
郵
便
局
で

支
払
い
ま
す
。

③
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
と
特
定
家

電
製
品
を
持
っ
て
「
指
定
引
き

取
り
場
所
」
に
持
ち
込
み
ま
す
。

（1）
・

（2）
の
ど
ち
ら
も
該
当
し
な
い

場
合

　
　

 

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
、
家
電

小
売
店
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。（
別
途
、運
搬
費
用
が
か
か

り
ま
す
）

最
寄
り
の「
指
定
引
き
取
り
場
所
」

▼
高
島
運
輸
㈱
彦
根
営
業
所
（
犬

上
郡
多
賀
町
中
川
原
４
５
４-

２
）
☎
21-

３
５
４
０
番

▼
日
本
通
運
㈱
彦
根
支
店
（
犬
上

郡
多
賀
町
中
川
原
４
５
３-
３
）
☎

26-

０
２
０
２
番

家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
も
対
象

　

家
庭
用
の
パ
ソ
コ
ン
（
本
体

と
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）
も
リ
サ
イ

ク
ル
対
象
品
で
す
。
詳
し
く
は

メ
ー
カ
ー
と
機
種
型
番
を
確
認

し
て
、
製
造
業
者
な
ど
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
の
分
別

　

ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
缶

が
原
因
と
思
わ
れ
る
収
集
車
両
の

火
災
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
使
用
し
た
ガ
ス
ラ
イ

タ
ー
は
、
次
の
と
お
り
処
理
し
て
、

分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

◀

ま
た
は

①
ガ
ス
を
使
い
切

り
、
着
火
し
な

い
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

▲「ライター専用
　　回収箱」

②
埋
立
ご
み
の
収
集

日
に
、
埋
立
ご
み

と
別
の
袋
に
入
れ

て
、
集
積
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◀

①
ガ
ス
を
使
い
切

り
穴
を
開
け
る

※
火
の
気
の
な

　

い
戸
外
の
安

　

全
な
場
所
で

　

行
っ
て
く
だ

　

さ
い
。

②
「
缶
・
金
属
類
」

の
日
に
集
積
所

へ
。
ま
た
は
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
に

搬
入
も
で
き
ま
す
。

◀

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　

 

問
い
合
わ
せ
先　

 

清
掃
セ
ン
タ
ー

　

☎
22-

２
７
３
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト

ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
の
分
別

　

ス
プ
レ
ー
缶
、
エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
、

カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、
次
の

と
お
り
処
理
し
て
、「
缶
・
金
属

類
」
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

　県下一斉清掃にご参加ください　
　　　　　　　　　

　12月１日の「環境美化の日」にあわせて、
彦根市では次の日程で開催します。皆さんも
参加してみませんか（事前申込不要）。
※小雨決行。雨天中止の場合は、
　７：00 に決定。
日時　12月３日㈯　８：30 ～
　（受付　８：15 〜８：30）
受付場所　ひこね市文化プラザ　駐車場西

側（野瀬町）
清掃場所　▶犬上川左岸の千鳥橋（国道８号

線）〜犬上川橋（湖周道路）　▶犬上川右岸
の春日大橋〜犬上川橋

注意事項　活動に適した服装で、タオル、飲
み物、雨具、軍手をお持ちください。参加
者はボランティア保険に加入します。主催
者が回収袋などは準備します。

第13回 議場コンサート開催

　11月定例会の開会日に、議場で
コンサートを開催します。当日は、
９：00 から、11月定例会の本会
議が開催されます。この機会に傍聴
してください。
日時　11月28日㈪　13：00 〜
場所　彦根市議会議場（市役所５階）
出演　ラ・ダム・カミリア
内容　ボーカルと２台のピアノに

よる演奏
曲目　琵琶湖周航の歌、新世界より、

見上げてごらん夜の星を　など
その他　入場は無料です。当日、議

場に直接お越しください。
問い合わせ先　  議会事務局☎

30-6130、FAX22-0906

　

市
役
所
、支
所
、各
出
張
所
、福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、

清
掃
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
「
ラ
イ
タ
ー
専
用
回

収
箱
」
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
月

〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
お

願
い
し
ま
す
。
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国
外
の
友
好
都
市
と
姉
妹
都
市

　

彦
根
市
に
は
、
国
外
に
２
つ
の

交
流
し
て
い
る
都
市
（
友
好
都
市
・

姉
妹
都
市
）
が
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ミ
シ
ガ
ン
州

ア
ナ
ー
バ
ー
市
で
、
も
う
一
つ
は
、

中
華
人
民
共
和
国
湖
南
省
湘
潭
市

で
す
。

　

今
年
、
彦
根
市
と
湘
潭
市
は
友

好
都
市
締
結
20
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。

交
流
の
歴
史

　

彦
根
市
と
湘
潭
市
が
友
好
都
市

の
締
結
を
し
た
の
は
、
平
成
３
年

の
こ
と
で
す
。

　

当
時
の
湘
潭
市
長
以
下
６
人
の

湘
潭
市
友
好
代
表
団
が
彦
根
市
を

訪
問
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
に
培
っ
て

き
た
友
好
関
係
を
さ
ら
に
深
め
、

両
市
市
民
が
相
携
え
て
交
流
と
協

力
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

同
年
11
月
１
日
に
、両
市
長
が
、友

好
都
市
締
結
に
関
す
る
協
議
書
に

調
印
し
ま
し
た
。

　

以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
彦

根
市
と
湘
潭
市
は
、
中
学
生
や
市

民
代
表
団
に
よ
る
相
互
訪
問
を
始

め
と
す
る
幅
広
い
分
野
で
交
流
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

友
好
都
市
締
結
か
ら
今
日
ま
で

の
間
に
、市
民
代
表
団
と
し
て
、彦

根
市
か
ら
延
べ
１
４
７
人
が
湘
潭

市
を
訪
問
し
、
湘
潭
市
か
ら
は
１

８
１
人
が
彦
根
市
を
訪
問
し
て
き

ま
し
た
。

　

彦
根
市
と
湘

し
ょ
う

潭た
ん

市
は

友
好
都
市
締
結
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た

中
学
生
友
好
交
流
団
の
湘
潭
市
訪
問

　

今
年
度
は
、
９
月
19
日
か
ら
同

24
日
の
間
、
彦
根
市
中
学
生
友
好

交
流
団
の
７
人
（
中
学
生
４
人
、
引

率
者
２
人
、
通
訳
者
１
人
）
が
、
湘

潭
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

交
流
団
は
、
湘
潭
市
政
府
や
中

学
校
な
ど
を
訪
問
し
、
盛
大
な
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。
４
人
の
中
学

生
は
、
湘
潭
市
の
一
般
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、
家
庭
生
活

を
体
験
し
た
り
、
湘
潭
市
の
新し

ん

天て
ん

地ち

益え
き

智ち

実
験
中
学
校
に
体
験
通
学

を
し
、
湘
潭
市
の
中
学
生
と
一
緒

に
授
業
を
受
け
た
り
す
る
な
ど
貴

重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

彦
根
市
・
湘
潭
市
友
好
都
市

締
結
20
周
年
記
念
式
典

　

彦
根
市
で
は
、湘
潭
市
か
ら
、周

し
ゅ
う

放ほ
う

良り
ょ
う

常
務
副
市
長
を
団
長
と
す

る
湘
潭
市
代
表
団
を
招
い
て
、
10

月
６
日
に
、
両
市
の
友
好
都
市
締

結
20
周
年
を
記
念
す
る
式
典
を
、

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
今
後
の
両
市
の
交

流
の
発
展
に
関
し
て
、「
日
本
国
彦

根
市
と
中
国
湘
潭
市
の
交
流
協
力

の
強
化
に
関
す
る
覚
書
」
が
、
彦

根
市
長
、
湘
潭
市
常
務
副
市
長
に

よ
っ
て
調
印
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
両
市
は
、
覚
書
に

基
づ
い
て
、
中
学
生
や
行
政
間
の

相
互
訪
問
に
よ
る
交
流
を
継
続
し
、

経
済
、
文
化
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、

環
境
保
護
な
ど
の
分
野
で
の
協
力

を
強
化
し
、
友
好
の
絆き

ず
な

を
深
め
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

 

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

▲「覚書」に署名し、握手をする彦根市
長と周・湘潭市常務副市長（左上）、湘
潭市で、湘潭市の中学生と交流をする彦
根市の中学生（右上）、彦根市長らと和
やかに懇談される湘潭市代表団の皆さん
（右下）

〈内容〉　今流行っている病気の対応について知り、冬場の
子どもの健康管理について、彦根市立病院小児科の先
生から話を聞きます。　〈日時〉12月８日㈭ 10：00 ～
11：30　〈場所〉医療情報センター 2 階研修室（彦根市
立病院北側入口から入ってすぐ東側の建物）（八坂町）　〈対
象〉　0 ～ 3 歳の子どもを持つ保護者　〈定員〉　25 人（先着
順）　〈費用〉無料　〈持ち物〉筆記用具　〈託児〉15 人（先
着順）※子どもと同室で受講できます。　〈申込期間〉11
月24日㈭～12月２日㈮　8：30 ～ 17：00　〈申込方
法〉電話か、 子どもセンタ－窓口へ　〈問い合わせ先〉　
子ども未来室☎ 28-1580、FAX28-3646

 

　子育て講座　今流
は

行
や

っている病気について 冬季
糖尿病について理解を深めることで、治療効果を高め
ることにつながります。患者さん本人だけでなく、家族
や糖尿病に関心のある人も歓迎します。　〈日時〉　12月
９日㈮　13：30 ～16：30　〈内容・講師〉　①ご存知です
か？足の動脈硬化（循環器医師）　②自己管理　まずは足
から始めましょう（看護師）　③冬到来！年末年始の食事
のコツ（栄養治療室管理栄養士）　④糖尿病と運動療法～
さぁ、体を動かすことから始めませんか～（リハビリテー
ション科理学療法士）　〈場所〉　市立病院３階　講堂（八坂
町）　〈参加費〉　無料　〈問い合わせ先〉　市立病院外来１ブ
ロック☎ 22-6050 （内線1302）、 FAX26-0754　
※問い合わせは、月～金曜日の13：00 ～17：00

　彦根市立病院　糖尿病教室（後期）
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湖東地方に数多く残る歴史的建造物を活かしたまちづ
くりに関わり、まちづくりに貢献してこられた人を講
師に招き、語っていただきます。　〈内容〉　下の表のとお
り   〈時間〉　いずれも 10：00 〜 16：00　〈参加費〉無料   

〈申込方法〉　 観光振興課（市役所３階）などにある所定
の申込用紙に必要事項を書いて 、こころばえの会にフ
ァクスしてください。　〈問い合わせ先〉　こころばえの会

（担当：中原）☎ 42-2316、FAX42-3297

〈内容〉タイ、サバ、アジを３枚におろします。　〈日時〉
11月30日㈬　13：30 〜 16：00　〈場所〉　 男女共
同参画センター 「ウィズ」 調理実習室（平田町）　〈定員〉
30 人。申込多数の場合は抽選。 　〈参加費〉　1,000 円

〈持ち物〉　出刃包丁、刺身包丁、ウロコ取り、持ち帰り
用の容器、エプロン、三角巾　〈申込期限〉11月24日
㈭     〈申込・問い合わせ先〉はがきに、住所、氏名、年
齢、電話番号を書いて、彦根総合地方卸売市場㈱「市
場でチャレンジ係」（〒 529-1152 安食中町 327）
☎ 25-2518、FAX28-1718 へ

〈内容〉　平成24年度に事業を開始するサービス事業者を
募集します。募集するサービスの種類と圏域は下の表の

とおりです。応募資格など詳しくは、
彦根市ホームページをご覧ください。

〈申込期限〉　11月30日㈬　17：00
（郵送の場合は当日必着）　  〈申込・問い
合わせ先〉 介護福祉課☎ 23-9660、
FAX26-1768

〈内容〉　秋の夜空の星座や惑星を観望します。　 〈日時〉
　11月25日㈮　19：00 ～ 21：30　（悪天候の場合、予
備日の11月26日㈯に開催。予備日も悪天候の場合、中
止。各当日16：30 頃に開催の有無を確認して、来館して
ください）　当日、開始時間までに、直接 子どもセ
ンタ－に来てください。　〈場所〉　 子どもセンタ－                                                                                                                                 

（日夏町）　〈対象〉　天文に興味のある人　〈費用〉　１人300
円 （小学生以上）　〈問い合わせ先〉　 子どもセンタ－
☎ 28-3645、FAX28-3646

冬休み期間中も、放課後児童クラブを開設します。利
用を希望する人は申し込んでください。　〈開設日〉 　12月
26日㈪、同27日㈫、同28日㈬、平成24年１月４日㈬〜
同６日㈮の 8：30 〜18：30（６日間）　〈対象〉　仕事など
で昼間に保護者が保育できない、原則として小学１〜３
年生の児童　※定員を超えている放課後児童クラブで
は募集を行いません。募集の有無は、 子育て支援課
か、各放課後児童クラブにお問い合わせください。　

〈利用料〉　１人3,000 円　〈申込方法〉　　入会申込用紙に必
要事項を記入し、就労証明書
を添付のうえ、各放課後児童
クラブに申し込んでください。    

〈申込用紙配布場所〉　　市内各
放課後児童クラブ　〈申込用
紙配布開始日〉　　11月16日㈬　

〈申込期限〉 11月30日㈬　〈問
い合わせ先〉　　 子育て支援課
☎ 23-9597、FAX26-1768

　「地域密着型サービス」事業者

 

　市場でチャレンジ　魚のさばき方教室

済
さい

福
ふく

寺
じ

の大仏と古きまちなみの七曲り仏壇街をゆっく
り楽しめるイベントを開催します。　〈内容〉①滋賀県
立大学「ななちょ」作成の七曲りマップを使ってスタン
プラリー　②素敵な匂い袋の製作体験　③地蔵を目の
前に「座禅体験会」　④滋賀県立大学生による古民家研
究成果の発表と七曲りのまち歩き　⑤聖泉大学「トリプ
ル S」によるかまどベンチの製作と炊き出し　⑥こだ
わり農産品・手作りスイーツの販売（ももの樹・くすの
樹朝市など）　⑦伝統技術の実演・グッズ販売と食べ物
ブース（彦根仏壇事業協同組合青年部など）　〈日時〉　11月
26日㈯　11：00 〜 15：00　〈場所〉　七曲り街道一帯

（寺院、古民家、店舗など）　 〈その他〉各体験の時間、参加
費など、詳しくはお問い合わせください。 〈申込・問い
合わせ先〉　ＮＰＯ法人Ｌｉｎｋｓ（担当：柴田）☎ 090-
2061-5135

〈対象〉　障害がある人で、次の要件を全て満たす人。①技
能を身につけ、職業的自立を望んでいる　②症状が安
定している　③訓練や集団生活に支障がないと認めら
れる   ※身体障害以外の障害がある人は、相談してくだ
さい。　〈受験料〉　無料　〈申込期限〉　12月16日㈮　〈申
込方法〉最寄りの公共職業安定所（ハローワーク）で職業
相談をした後、指定の書類を公共職業安定所に提出し
てください。　〈その他〉　毎月第２・４水曜日に見学でき
ます。愛知障害者職業能力開発校に連絡して、来校して
ください。午前は１0：00 〜、午後は13：30 〜　〈問い
合わせ先〉　愛知障害者職業能力開発校（愛知県豊川市）☎
0533-93-2102、FAX0533-93-6554

〈日時〉12月17日㈯　A コース= 9：30 〜12：30、B
コース=13：30 〜16：30（２回開催） 　〈場所〉　　 男女
共同参画センター「ウィズ」 　〈対象〉 　市内在住の小学生
とその保護者　〈定員〉 　　各回15組。申込多数の場合は、
12月７日㈬10：00 〜「ウィズ」の会議室で公開抽選。　 

〈参加費〉　　１組1,600円 （受講料800円、材料費800円）　
〈託児〉０歳〜就学前　※１人200円、要予約　〈申込期
間〉11月15日㈫〜12月6日㈫（必着）　〈申込方法・問い
合わせ先〉往復はがきの往信の裏面に、①受講希望コー
ス　②受講者氏名・ふりがな（保護者と子ども）　③在籍
小学校・学年　④郵便番号　⑤住所 ⑥電話番号（あれ
ば FAX 番号も）　⑦託児希望があれば、託児する子ども
の氏名・ふりがな、生年月日を、返信の表面に郵便番号、
住所、保護者の氏名を書いて、 男女共同参画センタ
ー「ウィズ」 （〒 522-0041平田町 670） ☎ 24-3529 

（FAX 共用）

　湖東定住自立圏の具体的な取り組み（地域創造事業）
　ご家族でどうぞ「七曲り１日ウォーク」
　〜癒しと学びと体験と、そして食まで楽しもう〜

 

　星空教室 （しましま木星と秋の星）　

　親子手づくりパン教室

 

　冬休み期間中の放課後児童クラブ

　湖東定住自立圏の具体的な取り組み（地域創造事業）
　地域住民参加によるシンポジウム
　〜湖東地域の歴史的建造物を活

い

かしたまちづくり〜

 

　愛知障害者職業能力開発校
　平成24年度　訓練生募集　

対
象
児

▼
３
歳
児
＝
平
成
20
年
４
月
２
日

か
ら
同
21
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

▼
４
歳
児
＝
平
成
19
年
４
月
２
日

か
ら
同
20
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

◆
募
集
人
員

《
３
歳
児
》

▽
城
北
幼
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園（
松
原
町
）　　
　
　

20
人

▽
彦
根
幼
稚
園（
本
町
一
丁
目
）40
人

　

※
池
州
分
園
を
除
く

▽
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和
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園（
芹
川
町
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20
人

▽
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園（
東
沼
波
町
）	

40
人

▽
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▽
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園（
大
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▽
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人

▽
高
宮
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稚
園（
高
宮
町
）	

20
人

▽
稲
枝
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稲
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町
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20
人

《
４
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▽
城
北
幼
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松
原
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▽
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園（
本
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一
丁
目
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▽
彦
根
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稚
園
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町
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人

▽
旭
森
幼
稚
園（
東
沼
波
町
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人

▽
平
田
幼
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園（
平
田
町
）	
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人

▽
金
城
幼
稚
園（
大
藪
町
）	

70
人

▽
城
陽
幼
稚
園（
日
夏
町
）	

35
人

▽
高
宮
幼
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園（
高
宮
町
）	

70
人

▽
稲
枝
東
幼
稚
園（
稲
部
町
）	

70
人

応
募
資
格　

本
人
と
保
護
者
が
市

内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
（
平

成
24
年
４
月
１
日
ま
で
に
市
内
に

居
住
す
る
こ
と
が
確
実
な
場
合
を

含
む
）

◆
入
園
申
込
書
の
交
付

期
間　

11
月
15
日
㈫
〜
12
月
１

日
㈭　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

場
所　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
、

ま
た
は

教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
尾
末
町
）

◆
入
園
申
込
の
受
付

期
間　

11
月
24
日
㈭
〜
12
月
１
日

㈭　

午
後
１
時
〜
同
４
時
（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）

場
所　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園

※
入
園
申
込
書
と
、
連
絡
用
封
筒

（
保
護
者
の
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
、

80
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
１
枚
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
園
申
込
書
の
提
出
は
、
入
園

を
希
望
す
る
幼
児
１
人
に
対
し

て
、
市
立
幼
稚
園
１
園
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７

３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０

番

 

平
成
24
年
度

 

市
立
幼
稚
園
入
園
申
込
の
受
付
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テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
広
告
や

カ
タ
ロ
グ
を
見
て
自
分
の
意
志
で
申
し

込
む
の
で
、
無
条
件
で
解
約
を
認
め
る

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
使
え
ま
せ
ん
。

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
通
信
販
売

な
の
で
、
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売

の
よ
う
に
、
自
分
が
購
入
し
よ
う
と

思
っ
て
い
な
い
と
き
に
、
突
然
販
売
を

勧
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
テ
レ
ビ
と
い
う
特
性
か
ら

商
品
の
良
い
特
徴
が
ひ
っ
き
り
な
し
に

放
映
さ
れ
る
反
面
、
商
品
の
使
用
上
の

注
意
や
制
限
な
ど
、
消
費
者
に
と
っ
て

デ
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
点
や
返
品
に
関
す

る
情
報
は
瞬
間
的
な
表
示
だ
け
で
終
わ

り
、
消
費
者
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
理
解
し
な

い
で
申
し
込
み
、
後
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
際
し
、
実
際
の
商
品
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
不

安
に
思
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
例
え

ば
、
商
品
の
大
き
さ
や
重
さ
、
使
い
方
、

使
用
上
の
制
限
、
返
品
で
き
る
か
ど
う

か
（
返
品
不
可
と
書
か
れ
て
あ
る
場
合
は
返

品
で
き
ま
せ
ん
）、
返
品
に
条
件
が
あ
る

か
ど
う
か
、
で
き
る
場
合
は
送
料
が
い

く
ら
に
な
る
か
（
家
具
な
ど
の
大
型
商
品

の
場
合
、
送
料
が
思
わ
ぬ
高
額
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す)

な
ど
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
確
認

を
取
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

商
品
が
到
着
し
た
後
は
、
す
ぐ
に
商

品
の
中
身
が
注
文
し
た
も
の
と
間
違
い

が
な
い
か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

不
良
品
や
注
文
し
て
い
る
商
品
と
違
う

も
の
（
色
、
サ
イ
ズ
な
ど
）
が
送
ら
れ
て

き
た
場
合
は
、
業
者
の
責
任
で
交
換
し

て
も
ら
え
ま
す
の
で
早
め
に
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
消

費
生
活
に
関
す
る
こ
と
も
、
彦
根
市
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

松ま
つ

本も
と　

悠ゆ

里り

さ
ん（
佐
和
山
小
学
校
５
年
）

学
年
は
応
募
時
の
も
の
で
す

は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
１
０

特
選
作
品
紹
介

第
５
回

横よ
こ

山や
ま　

礼ら
い

貴き

さ
ん
（
若
葉
小
学
校
２
年
）

　

最
近
起
こ
っ
た

　

消
費
生
活
相
談
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
見
て
い
て
、
軽
く
て
歩
き
や
す
そ
う
な
靴
だ
と

思
っ
て
申
し
込
ん
だ
。
届
い
て
早
速
履
い
て
み
る
と
少
し
窮
屈
だ
っ
た
。

　

こ
れ
は
だ
め
だ
と
思
い
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、「
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
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※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集は、早めにお申し込みください。
（臨時の収集は、原則として毎週火・金曜日に実
施します）

※収集の状況によって、収集日は 3 日程度前
後することがありますが、ご了承ください。

12月前半

1 日㈭

２日㈮

５日㈪

６日㈫

7 日㈬

8 日㈭

9 日㈮

12日㈪

13日㈫

野田山、正法寺、地蔵、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、
銀座、中央（第１• ４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二
丁目一部を含む）、幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ
川）、西今、西今（松田団地）、平田（大沢）、三津
野田山、正法寺、地蔵、外、里根、幸、安清、芹、野瀬、西今、
西今（伊庭団地）、海瀬、三津屋
里根、外、城町一丁目、栄町一丁目、池州、八坂北、開出今
団地（第１• ３部）、八坂、須越、西今、宇尾、幸
芹川（南、大仏、千鳥ヶ丘）、小泉（開出）、山之脇、大藪、宇尾、
竹ケ鼻、開出今蔵の町団地、八坂東団地
地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、芹川（北、千鳥ヶ丘）、
後三条（下）、開出今、宇尾、清崎（西、清崎団地）
大橋、元岡、沼波、正法寺（太平団地）、西沼波（東部）、中
藪一丁目、中央（第２• ３部）、立花、開出今、宇尾、竹ケ鼻、
賀田山（大山、小山、茂賀、小田部）
金亀、尾末、中藪、元、船、旭、城町二丁目、栄町二丁目、
正法寺（太平団地）、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、開出今、
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、清崎（東、西）、彦富

（笹田団地を除く）、金沢（林、中下、長江）
佐和、大東、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第１部）、
小泉、戸賀、長曽根南、平田（西、北）、和田、開出今、甘呂、
彦富（笹田団地を除く）
橋向、新、芹中、岡、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、
後三条（上）、東沼波、小泉、平田（南、中）、甘呂、彦富（笹
田団地を除く）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【12月前半】

図書館休館日
（12月前半）

５日㈪、12日㈪

2 日㈮

３日㈯

1 日㈭

６日㈫

７日㈬

８日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
亀 山 出 張 所
人権 • 福祉交流会館（WA っとねす春日）

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

９日㈮

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

10 日㈯
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

　玄宮園は、江戸時代初期を代表する「池
ち

泉
せん

回
かい

遊
ゆう

式庭園」を現代に伝える名園で、唐（中国）の時
代の玄

げん

宗
そう

皇帝の離宮になぞらえているものです。
秋色に染まる夜の玄宮園は、昼とはまた別の表
情を見せ、池に映る紅葉はすばらしい眺めです。
期間　11月12日㈯～同30日㈬　18：00 ～

21：00（入場は 20：30 まで）
場所　玄宮園（金亀町）
入場料　大人500円、小・中学生200円
※昼間の彦根城・玄宮園の観覧券や、市民無料

観覧券では入場
できません。

問い合わせ先
　㈳彦根観光協会

☎ 23-0001、
FAX26-1919

　

旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
庭
園
は
、
彦
根
市

民
の
大
切
な
宝
で
あ
り
、
新
た
な
観
光
資
源

と
し
て
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
い
ま

だ
整
備
の
途
中
で
す
が
、
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ

ン
に
合
わ
せ
て
特
別
公
開
し
ま
す
。

紅
葉
の
名
勝
を
特
別
公
開

　旧
彦
根
藩
松
原
下
屋
敷
（
お
浜
御
殿
）
庭
園

秋
の
特
別
公
開

公
開
期
間　

11
月
19
日
㈯
～
12
月
４
日
㈰　

期
間
中
無
休

公
開
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
入
園

は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所　

松
原
町
５
１
５
（
彦
根
港
近
辺
）

料
金　

無
料

そ
の
他

●
公
開
は
庭
園
の
み
で
、
建
物
内
に
は
入
れ

ま
せ
ん
。

●
説
明
が
必
要
な
団
体
は
、
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
び
わ
湖
側
臨
時

駐
車
場
（
無
料
）
に
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

●
庭
園
内
で
、
喫
煙
・
飲
食
・
火
気
使
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

●
飼
い
犬
・
飼
い
猫
は
、
管
理
者
が
責
任
を

持
っ
て
管
理
し
て
入
園
し
て
く
だ
さ
い
。

●
庭
園
内
に
便
所
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
彦

根
港
公
衆
便
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
特
別
公
開
期
間
中
の
11
月
23
日

（水・祝）
の
午
後

１
時
か
ら
同
３
時
30
分
で
、
彦
根
城
表
御

殿
庭
園
・
名
勝
玄
宮
園
・
名
勝
旧
彦
根
藩

松
原
下
屋
敷
（
お
浜
御
殿
）庭
園
を
見
学
す

る
「
紅
葉
の
大
名
庭
園
を
巡
る
」
を
開
催

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

教
育
委
員
会
文

化
財
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
財
課

☎
26-

５
８
３
３
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９

９
番

　「私の幸せは、みんなの幸せ。みんなの幸せは私
の幸せ！」あらゆる差別をなくし、人権が尊重される
住みよい社会の実現を目標に、つどいを開催します。

日時　12月10日㈯　13：15～16：00
場所　ひこね市文化プラザ　エコーホール（野瀬町）
テーマ　広げよう　身近なところから　
　　　  始めよう　出来ることから
内容
▶話題提供「ちょっと聞いて！」
▶被災地支援参加報告【 教育委員会職員】
▶トーク＆ライブ【M

み

e　山
さん

河
が

】
　「わたし」をひろげる　あたためる
▶話題提供「へえ～、そうなん！」
その他　手話通訳・託児を行います。
託児　12 月６日㈫までに予約してください。
託児の予約・問い合わせ先　女性のつどい事務局（

教育委員会人権教育課内）☎ 24-7976、FAX23-
9190

錦秋の玄宮園
ライトアップ
    （夜間特別公開）

差別をなくし人権を尊ぶ
あなたと私のつどい
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武
山
楽
ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

宮
本
竜
来
ち
ゃ
ん

（
松
原
町
）

両

優
芽
ち
ゃ
ん

（
地
蔵
町
）

た
け
　  

や
ま
　  

ら
く

も
ろ
　
ず
み
　  

ゆ
　  

め

み
や
　
も
と
　
り
ゅ
う
　
く

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世

の
健
康
診
断

対
象　

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持

つ
父
ま
た
は
母
（
す
で
に
死
亡

し
て
い
る
場
合
も
含
む
）
の
子

で
、
父
ま
た
は
母
の
被
爆
以

後
に
生
ま
れ
、
被
爆
者
健
康

手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
人

実
施
期
間　

平
成
24
年
１
月
５

日
㈭
〜
同
３
月
31
日
㈯（
た
だ

し
、
原
則
と
し
て
平
日
）

受
診
で
き
る
医
療
機
関　

彦
根

市
立
病
院
ほ
か
県
内
９
病
院

申
込
期
間　

11
月
15
日
㈫
〜

同
28
日
㈪

検
査
項
目　

問
診
、
触
診
、
血

液
検
査
、
尿
検
査
、
肝
機
能

検
査
な
ど

費
用　

無
料
（
精
密
検
査
費
、
交

通
費
は
除
く
）

そ
の
他　

健
康
診
断
を
受
け
て

も
、
被
爆
者
手
帳
は
交
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

湖
東

健
康
福
祉
事
務
所（
彦
根
保
健

所
）
☎
21-

０
２
８
１
番
、Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

７
５
４
０
番

　
「
彦
根
市
路
上
喫
煙
の
防
止
に

関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
12
月

１
日
か
ら
南
彦
根
駅
東
西
口
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
内
を
禁
止
地
区
と
し

て
指
定
し
ま
す
。

　

禁
止
地
区
内
で
は
、
指
定
さ
れ

た
喫
煙
で
き
る
場
所
を
除
き
、
た

ば
こ
を
吸
う
こ
と
や
、
火
の
つ
い

た
た
ば
こ
を
所
持
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

現
在
の
禁
止
地
区
（
５
地
区
）

駅
前
お
城
通
り
、
特
別
史
跡
彦

根
城
跡
内
お
よ
び
接
す
る
道
路
、

夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
、

四
番
町
ス
ク
エ
ア
、
彦
根
駅
東

口
駅
前
広
場　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先　

 

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

路
上
喫
煙
禁
止
地
区
を
拡
大
し
ま
す

12
月
１
日
か
ら

南
彦
根
駅
東
西
口
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
内
で
も
路
上
喫
煙
が
で
き
ま
せ
ん

ひこね元気計画21
推進中！
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新
海
村
の
開
発
と
新
開
氏

　

新
海
の
地
は
、
彦
根
市
南
部
を
流

れ
る
愛え

知ち

川が
わ

の
河
口
右
岸
に
位
置
し

て
お
り
、
北
と
東
は
田
附
町
に
接
し
、

西
は
び
わ
湖
に
面
し
て
い
ま
す
。
新

海
は
新
開
と
も
書
き
、
新
し
い
開

発
地
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す

が
、
新
海
の
東
側
は
、
古
代
以
来
の
整

然
と
し
た
碁
盤
目
の
条

じ
ょ
う

理り

地
割
が
認

め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
よ
り
西
側

で
は
条
里
地
割
が
消
え
、
湿
地
を
埋

め
立
て
た
水
田
や
藪や

ぶ

地
、
そ
し
て
砂

質
の
畑
地
が
広
が
る
な
ど
、
後
世
の

開
発
に
よ
っ
て
新
し
く
誕
生
し
た
土

地
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
新
海
の
地
を
開
発
し
た
の

は
、新
開
氏
と
伝
え
て
い
ま
す
。
新
開

氏
は
愛え

智ち

家い
え

行ゆ
き

の
長
男
家い

え

仲な
か

を
祖
と

す
る
一
族
で
、
家
仲
以
降
代
々
が
六

角
氏
の
命
に
よ
り
当
地
の
開
発
に
努

め
ま
し
た
。
16
世
紀
中
頃
に
は
、山
崎

山
城
主
山
崎
賢か

た

家い
え

の
弟
が
新
開
氏
を

継
い
で
新
開
源げ

ん

兵べ

衛え

尉じ
ょ
う

家い
え

郷さ
と

と
名
乗

り
ま
し
た
。

栗く
り

見み
の

荘
し
ょ
う

　

新
海
は
、
現
在
の
彦
根
市
域
に
属

し
て
い
る
田
附
村
と
本
庄
村
、
そ
し

て
東
近
江
市
域
の
新し

村む
ら

・
宮
西
村
・
乙

女
浜
村
・
福
堂
村
・
小
川
村
・
川
南

村
・
阿あ

弥み

陀だ

堂ど
う

村む
ら

の
十
村
で
栗
見
荘
を

構
成
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
広

報
ひ
こ
ね
10
月
15
日
号
で
も
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
栗
見
荘
は
比
叡
山
延
暦

寺
が
所
有
す
る
荘
園
で
し
た
。富と

み

永な
が

荘
し
ょ
う

（
長
浜
市
高
月
町
・
木
之
本
町
）・
木こ

津づ
の

荘
し
ょ
う

（
高
島
市
新
旭
町
）
と
と
も
に
「
三さ

ん

箇か

荘
し
ょ
う

聖し
ょ
う

供ぐ

領り
ょ
う（

千せ
ん

僧そ
う

供ぐ

領り
ょ
う）」
と
呼
ば
れ
、延

暦
寺
の
経
済
的
基
盤
を
担
う
特
別
な

荘
園
で
し
た
。
延
暦
寺
か
ら
は
、
代だ

い

官か
ん

と
し
て
山や

ま

法ほ
う

師し

が
派
遣
さ
れ
て
居
住

し
、
年ね

ん

貢ぐ

米ま
い

の
徴
収
業
務
な
ど
に
携
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

新
開
崩く

ず

れ

　

こ
う
し
て
新
海
に
は
、
六
角
氏
配
下

の
新
開
氏
と
延
暦
寺
か
ら
派
遣
さ
れ

た
山
法
師
の
両
者
が
居
住
し
て
い
た

わ
け
で
す
が
、両
雄
並
び
立
た
ず
の
諺

こ
と
わ
ざ

の
と
お
り
、
両
者
は
反は

ん

目も
く

を
強
め
、
永え

い

禄ろ
く

元
年
（
１
５
５
８
）
正
月
、
つ
い
に

延
暦
寺
派
遣
の
山
法
師
岡
田
千せ

ん

甚じ
ん

坊ぼ
う

が
新
開
氏
の
館
を
襲
撃
し
ま
し
た
。
当

主
新
開
源
兵
衛
尉
家
郷
と
そ
の
子
源げ

ん

内な
い

は
殺
害
さ
れ
、
千
甚
坊
は
新
開
氏
の

館
に
入
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
知
っ
た
六
角
氏
は
、
直

ち
に
種た

ね

村む
ら

城
主
（
東
近
江
市
種
町
）
種
村

三
河
守
定さ

だ

和か
ず

ら
に
命
じ
て
千
甚
坊
の
軍

勢
を
攻
め
、激
戦
の
末
に
千
甚
坊
を
討
ち

取
り
ま
し
た
。
こ
の
戦
を「
新
開
崩
れ
」

と
称
し
て
い
ま
す
。

新
海
城

　

新
海
は
、「
大
浦
屋
敷
」「
北
浦
屋
敷
」

「
今
屋
敷
」
と
い
う
３
つ
の
小
字
名
を
持

▲新海町地図

今月の納税　　固定資産税（第３期）　　11月30日㈬までに納めましょう

つ
屋
敷
地
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
屋
敷
も
周
囲
に
は
水
路
が
発

達
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も
大
浦
屋
敷

は
、
卵
型
の
集
落
を
取
り
囲
む
よ
う
に

水
路
が
巡
っ
て
見
事
な
環か

ん

濠ご
う

を
形
成
し

て
い
ま
す
。
地
元
で
は
こ
れ
を
「
お
城

濠
」
と
呼
ん
で
お
り
、
こ
の
屋
敷
一
帯

が
新
開
氏
の
平
地
城
館
で
あ
り
、「
新
開

崩
れ
」
の
舞
台
で
も
あ
っ
た
と
想
定
さ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

５
８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: 

bunkazai@
m

x.hikone.ed.jp 




